
あ

な

た

の

鴟

を

町

づ

く

り

に

∬

「
2
1世
紀
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」「
町
民
自
ら
の
手
で
造
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
た
め
、
広
聴
活
動
の
一
つ
と
し
て
「
町
長
と
の
対
話
サ
ン
デ
ー
」
を
８
月
よ
り
開

設
し
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
に
来
庁
さ
れ
た
方
々
よ
り
5
2件
の
提
言
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
の
提
言
・
ご
意
見
な
ど
生
の
声
を
行
政
運
営
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

◆
日
　
時
・：
毎
月
第
３
日
曜
日
・
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
（
今
月
は
且一
月
2
1日
）

◆
場
　
所
・：
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー

◆
問
い
合
せ
先
…
役
場
総
務
課
（
4
3
1
0
2
2
1

）

農業 近 代 化 資 金

農 業 改 良 資 金
の既 貸 付 金 の 条 件 緩 和

今年６月からの長雨、日照不足、低温及び台風５。

６・７・１３号による被害農家に対して、農業近代化資

金並びに農業改良資金の償還猶予等の条件緩和が行わ

れることになりました。

○ 条件緩和対象者

農業を主な業務とする方で、長雨、日照不足、低温

及び台風５・６・７・１３号による農作物等の減収量が

平年における総収穫量の30／100以上で、かつ、その

減収による損失額が平年における総収入額の10／100

以上である方は条件緩和を受けることができます。

○ 条件緩和の方法

据置期間及び償還期間の限度を満たしていない貸付

金については、その限度の範囲内において、据置期間

及び償還期間の延長を行われます。

また、今年度償還期日の来るもの（今年度最終償還

日の来るものを除く）については、今年度の償還元本

額を沁墜貞して償還できることになります。

○ 条件緩話の手続

条件緩和を希望する侑は、11月12日（金）までに産

業課農産係（● ４３－0080 ）へお知らせください。

青

少

年

の

健

全

育

成

を

め

ざ

し

て

十
一
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
」
で
す
。

こ
の
強
調
月
間
は
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
理
解
と

自
覚
を
深
め
、
そ
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
全
国
的
に
活
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
担
う
青
少
年
の

健
や
か
な
成
長
は
、
私
た
ち
み
ん

な
の
願
い
で
す
。
家
庭
・
学
校
・

地
域
社
会
の
連
帯
の
輪
を
広
げ
、

非
行
防
止
に
向
け
た
力
強
い
地
域

運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

○
第
三
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

で
す
。

青
少
年
に
と
っ
て
、
家
庭
は
、

人
間
形
成
に
基
本
的
な
役
割
を
果

た
寸
大
切
な
場
で
す
。

青
少
年
の
一
人
ひ
と
り
が
自
主

性
と
存
在
感
を
も
ち
、
愛
情
・
公

共
心
・
責
任
感
な
ど
が
培
え
る
家

庭
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
優

し
さ
と
厳
し
さ
の
調
和
の
と
れ
た

親
子
・
兄
弟
姉
妹
の
な
か
で
、
平

素
か
ら
、
ど
ん
な
事
で
も
話
し
合

え
る
雰
囲
気
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

○
非
行
防
止
は
ふ
れ
あ
い
か
ら

平
素
か
ら
、
自
分
の
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
他
人
の
子
ど
も
に
つ

い
て
も
目
を
配
り
、
温
か
い
「
愛

の
一
声
」
を
か
け
、
地
域
社
会
の

み
ん
な
の
力
で
、「
た
く
ま
し
い

三
隅
っ
子
」
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

○
「
環
境
の
美
化
」

家
の
周
辺
な
ど
、
身
近
な
場
所

の
美
化
に
取
り
組
み
、
ふ
れ
あ
い

と
う
る
お
い
に
満
ち
た
、
あ
た
た

か
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。
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